
犬山市の中学校への視察は意義あるものでした。新座

にはない何かを自分の目で見て、感じることができました。

15人程度の少人数クラスでの授業風景です。

2012年10月31日発行

本名たかむらともや。「教育

を語らせたら、止まらない

男」。都立石神井高校を経

て北海道大学へ。新座五

中・六中・二中で２１年間を

過ごす。2012年、2218票で

当選。新しい会派「市民と

語る会」を結成。文教環境常任委員長。「たか

やん塾」塾長。「黒目川川づくり懇談会」代表と

して月に一度の川掃除に燃えている。子ども達

の内部被爆を防ぐ為に「給食ゼロベクレル宣

言」を訴えている。五・六中の男女硬式テニス

部を率いて、関東大会5回、全国大会2回優

勝。学級通信「一生懸命」を毎日発行。ＮＨＫの

「おはよう広場」やインターネットテレビに出演。

議員日記は8年9ヶ月、毎日更新し、市民目線

の議会報告を毎月発行している。ＨＰは21万1

千アクセスを超える。日々教育を考え「観光新

座」ではなく｢教育新座」「環境新座」を。「脱原

発」「反ＴＰＰ」「ふざけるな消費税増税！」「反

対米追随」を訴えている。現在糖尿病と格闘

中。トレーニングに燃えている。

幻の新座市議会報告第86弾！

犬山市

視察に行くと、委員長は名刺を交換し、視察を受

け入れてくれたお礼と挨拶をします。これが僕の委

員長としての初めての挨拶になりました。小さい頃

から人前で話すのが苦手だった僕が、こうやって

話をするのですから、人生って分かりませんね。

10月16日、17日の二日間、文教環境常任委員

会は犬山市と静岡市に視察に行ってきました。犬

山市には一人会派の時代にも行ったことがあるの

ですが、その時は指導課長の滝先生と意気投合し

、何時間も熱く語ったのを覚えています。今回、最

初に驚いたのは子ども達の自然な挨拶でした。中

学校への視察は初めてということでしたが、実に素

晴らしい笑顔付きの挨拶をどの子もしてくれたので

す。そして、授業のレベルにも驚きました。30人程

の少人数学級を更に半分に分けた数学の授業だ

ったのですが、先生の問いに7人が手を挙げ、答え

た生徒の発言の中身が凄かったのです。何十年も

中学校の数学の授業を見てきましたが、それは（

ほう！）と唸るような内容でした。そして、3年生の

子ども達が、1年生の子のような顔をしていることに

も驚きました。なにかキラキラしているのです。中

学校の周りは田んぼだらけで、何も無いといえば何

も無い所なのですが、犬山には素晴らしい「教育」

という財産がありました。全国学力テストには参加

するようになったようですが、「犬山の子は犬山で

育てる！」という精神がしっかりと根付いているのを

感じました。
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